
～これで貴方も観洋ツウ



オススメの別注料理

料理長おすすめ！特選別注料理

～あの日からの10年を未来に繋ぎ、伝えていくために～
2021年2月28日・3月1日にサンマリン気仙沼ホテル観洋で
開催されました。コロナ渦の開催にあたり450名定員の

約1/4である100名迄という人数制限を設け定期的に会場の換気を

当日はメイン会場をYouTubeを通して生配信も行いました。現在各分科会の様子もYouTubeにてご覧いただけます。
行うと共に参加者・ホテルスタッフの検温、マスクの着用とこまめな手洗い・消毒といった対策を徹底致しました

第一部の気仙沼を中心とした震災を風化させないための語り部バスをはじめ、第四部のまとめ・閉会まで、

10年が経過した今の状況を実際に見て頂きながら様々な観点より意見交換、発表を行いました。

各分科会では次の10年、あの日の事、「KATARIBE(語り部)」を世界でも知って頂くにはどうすればよいかなど
震災当日に現場に居た方、その時は小学生で今は「記憶を語り継ぐ最後の世代」と呼ばれる方も意見を出しあい、

「語り継ぐ」大切さ、物言わぬ語り部「震災遺構」が今後どのように重要になっていくかなどがまとめられ、

1つの分科会では「語り継ぐ」この言葉がとてもハードルが高いように思えた。と言う意見があり、
そのため、「語り(経験者による語り)+継ぐ(聞いた体験と自分の思いを語る)」に分けて震災を経験していない
「(生まれていなかった)記憶のない世代」でも語れる場をつくることが大切なんだと言うことに繋がりました。

またフォーラム2日目の「エクスカーション」では「気仙沼」「南三陸」「陸前高田」の3つのコースにわかれて、
それぞれの場所を語り部の方に案内頂きました。

10年は折返し地点ではなくまたここから始まりになります。今後10年、100年、あの日起きたことが後世でも
語り継がれ、防災・減災に繋がるように今後も活動を続けて参ります。

「震災遺構」として遺り「形」を持ちながら震災の事を伝えてくれる場所。「ここにあった」と語り部の方の話で

伝わる場所。各コースの語り部の方から学んだ事をもとに語り継ぐ、伝承を続けて参ります。

コロナ渦の中、10年を迎えた東北。たくさんのご協力を頂き第3回目のフォーラムは幕を閉じることができました。

甘くてとろける美味しさ♪

南三陸キラキラうに丼
始まります！

3,080 円（税込）

南三陸キラキラ丼シリーズの「夏」到来！

磯の香りと口に入れた瞬間とろける甘さは

やみつきになってしまうこと間違いなし。

これからと夏の期間限定の一品となります。

当館5階 レストランシーサイドにて

お召し上がりいただけます！

★ マリンパルは認可を取得し認可保育園となって今年で５周年 ★


